
検出する範囲を制限した例のご案内 
 
最初に何らかの基準を決めて、Basic Segmentaionなどを使って検出範囲を設定します。 
下の図では赤い部分を検出したい範囲として設定しました。 
（ご案内に使用している画像は、MIPARの Image Processor にあるサンプルテンプレート 
「Barley Plant Root」から引用しています） 
 

この状態をメニューの Memoryから Set Companion Imageを選択して、コンパニオン画像
として登録します。 

 
 
次に、この例では、Memory＞Call Original Image を選択して、元の画像を呼び出します。 

 
＜補足＞ 
元の画像でなくても、Memory>Set Memory Image# などを事前に設定しておいて、 
Call Memory Image#で、レシピの途中段階から検出対象の画像を選択することが出来ます。 



ここでは、よく利用される 2種類の Segmentation方法をご案内いたします。 
 
まず、Segmentation＞Adaptive Threshold（移動平均サンプリングしながら閾値を決める方
法）を選択します。この中に「Mask」という項目がありますので、Companion Image を選
択します。この Mask 機能により、検出する範囲が既に反映されます。 

 

 
次に、Segmentation＞Basic Threshold（一般的な 2値化方式）をご案内します。 
Original 画像から Basic Thresholdを実行すると Mask による範囲制限は出来ませんので、 
下図のように全ての範囲で検出が行われます。 

 



コンパニオン画像の範囲と一致している部分だけを抽出したいので、メニューの Math か
ら、Intersection（交差部）を選択します。 

 
 
次のように範囲制限が適用されます。 

 
 
 
上記は 1例でございますので、他に試されたい具体的な例がございましたら、 
ご遠慮なく下記の弊社サポートまでお知らせください。 
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